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第３章 環境みやざき推進協議会を通じた

取組の推進

「環境みやざき推進協議会」は、県民・団体・事業者・行政等が協働して地球温暖化防止等

に関する様々な取組を展開し、その活動を普及させることにより、地域から地球温暖化防止活

動を中心とした環境保全に寄与することを目的に、平成17年４月に設立されました。

平成29年度は以下の取組を実施し、会員をはじめとした県民等の環境保全活動の実践を推進

しました。

１ 低炭素社会の構築に関する取組

(1) クールビズ及びウォームビズの推進

ホームページや啓発紙「ecoみやざき」等によりクールビズ・ウォームビズの推進及び冷

暖房時の室温の適正管理の啓発を行いました。また、市町村及び協議会会員に対しては、取

組の推進の啓発を行い、アンケートを実施しました。

(2) 電気使用量の削減

環境省主催の「ライトダウンキャンペーン」にあわせて、ホームページで県民に対して電

気使用量削減による二酸化炭素排出削減の啓発を行いました。また、ホームページで夏季・

冬季の省エネルギー対策への取組の啓発を行いました。

(3) エコライフカレンダーの配布

エコライフのヒントや環境家計簿などを掲載したエコライフカレンダーを配布し、家庭で

できる地球温暖化対策の普及啓発を行いました。

(4) ノーマイカーデーの推進

６月（環境月間）及び12月（地球温暖化防止月間）をノーマイカーデーの強化月間として、

ホームページやチラシ配布等により普及啓発を行いました。

(5) エコドライブの推進

交通エコロジー・モビリティ財団が主催する「エコドライブ活動コンクール」にあわせて

ホームページやチラシ配布により、エコドライブの普及啓発を行いました。

２ 循環型社会の形成に関する取組

(1) エコクラフトバッグ作成講座の開催

レジ袋使用削減のため、県民を対象にエコクラフトバッグ作成講座を開催し、マイバッグ

の普及啓発を行いました。

（期日：平成29年10月19日 場所：宮崎県立図書館研修室 参加者：30人）
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３ 自然環境の保全に関する取組

(1) 県民総ぐるみで行う環境美化活動「クリーンアップ宮崎」の実施

環境問題に対する県民意識の高揚を図るとともに、美しく自然と共生した環境にやさしい

社会づくりを推進するため、市町村や自治会、事業所等と連携し、毎月11月第２日曜日を中

心に県内全域で一斉に実施しています。

平成29年度は、11月12日を中心に実施し、県内26市町村で134,083人が参加し、公園や水

辺等の公共の場の清掃や樹木・草花の植栽並びに居住地周辺の清掃等を実施しました。

４ 環境保全のために行動する人づくりに関する取組

(1) 「環境の日」キャンペーン等の実施

環境省が提唱する「環境の日（６月５日）」及び「環境月間（６月）」の趣旨に沿った各

種行事（宮崎市主催（県共催）の「環境ミニフェア」、県内８保健所ごとの街頭キャンペー

ン）を実施し、広く県民に環境保全の普及啓発を行いました。

(2) 「みやざきエコフェスティバル」の開催

環境問題への県民の関心と理解を深め、環境に配慮した生活や活動を実践していただくきっか

けづくりとするため、環境について楽しく学べるイベント「みやざきエコフェスティバル2017」

を開催し、広く県民に環境保全の普及啓発を行いました。

（期日：平成29年７月15日～16日 場所：イオンモール宮崎 参加者：約1,800人）

(3) 「環境セミナー」の開催

地球温暖化をはじめとする環境問題や県民一人ひとりが実践できる対策等についてわかり

やすく学ぶことにより、低炭素・循環型社会づくりの意識の醸成を図りました。

（期日：平成29年11月３日 場所：宮崎市民プラザ 参加者：48人）

５ 啓発紙「ecoみやざき」の発行

環境に関する施策や話題、県内の環境保全の取組などを紹介した啓発紙「ecoみやざき」を、７月、

10月、１月の年３回、各8,000部発行し、学校や事業所、団体等に配布しました。

６ 会員数(平成30年３月末現在)

456団体／個人 ［内訳］ 個人 158

ＮＰＯ法人 27

各種団体 56

学校・保育所 24

報道機関 11

民間事業者 147

県・市町村関係 33


